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睡
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謹
窄
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謹
調
韮
琴
請
尋
尋
奉
寒
寒
義
琴
雪
撃
壼
垂
尋
毒
菫
睾
窒
穏
菫
崖
妻
躍
睾
睾
琴
毒
壷
轄
萎
篝
豐
雲
苫
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鑿
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聡
騨
顎
噺

該m灘
熟

蕊
謂誤

謬&

苧"や
畷
搾
瀞

盤

ー

－家庭でできる節電の墓頑一

[o冷蔵庫] ・詰め込み過ぎずに庫内を整理
・ ドアの開閉は手早く、回数はな

るべく少なく

・壁から離して設置する

IOエアコン] ･冷房は28度を目安に
．まず風を通して空気を入れ替え

てから使う

・定期的にフィルターを掃除

(○テレビ] ・見ない時は主電源を切る

【○掃除機] ．あらかじめ掃除する場所を整理

・フィルター・ごみパックを掃除

【○照明器具] ・白熱電球より蛍光ランプを使う

・使わない明かりはこまめに消す

【○電気ポットl ･使わない時はプラグを抜く

〔○炊飯器] ・保温は短く、食べる時にレンジ
で温める

④
轡
④
綏
線
鰭
職
穆
輸
軸
争
、
●
●
●
●
Ｃ
ｅ
●
鯵
●
●
緯
⑥
窪
翁
翻
畿
翰
翰
⑥
●
●

電
力
不
足

翻
騨
趨
翻
麹
篭
総
翰
翰
⑧
④
③
●
●
、
●
●
●
穆
毎
●
錫
鞠
穏
鐙
鞠
轡
聯
畿
翻
翻
甥
鐸

牙

経
済
産
業
省
の
関
東
問
電
力
需
給
対

策
本
部
は
こ
の
春
、
今
年
の
夏
は
首
都

圏
で
電
力
不
足
に
見
舞
わ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
い
う
需
給
見
通
し
を
発
表
し

ま
し
た
。
供
給
可
能
な
竜
″
は
最
大
で

六
○
六
○
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
す
が
、
需

要
が
供
給
を
上
回
る
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
史
上
最
高
は
お
と
と
し
の

七
月
二
四
日
、
六
四
三
○
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
で
し
た
。
こ
の
た
め
経
済
界
、
官
庁
、

地
方
自
治
体
、
一
般
家
庭
に
も
節
電
の

対
応
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

舗
犠
鱒
懸
雛
蒋
齢
鶴
騨
舗
③
③
●
韓
律
馨
蟻
密
、
鐙
愈
總
翻
騨
働
鐙
翰
聯
騨
翰
静
騨
鯵

ピ
ー
ク
を
避
け
る

響
議
鐙
罐
職
総
磯
霧
霧
懸
鱈
鍾
鯵
鯵
懇
鐸
謬
審
霧
鐙
鐙
鍛
謹
婁
篭
霧
霧
鍔
篭
懲
韓
鞠
騨

夏
の
日
の
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
は
、

午
後
一
時
か
ら
四
時
で
す
。
今
年
の
夏

は
洗
濯
、
掃
除
な
ど
他
の
時
間
帯
に
で

き
る
も
の
は
、

こ
の
時
Ⅲ
冊
を
避
け
る

こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

寺
●
●
●
辱
●
磯
畿
翁
職
穆
篭
蟻
懲
慰
命
②
癖
翰
③
尋
、
④
ゆ
巻
⑧
③
⑧
慈
篭
蟻
鐙
霧

節
電
の
基
顛
は

消
す
、
切
る
、
抜
く

⑬
⑧
尋
鯵
翁
鋤
鐸
鯵
懸
霧
鯵
鋳
鞠
騨
態
翁
鯵
嘩
齢
霧
馨
奪
懇
勢
霊
鯵
馨
騨
韓
職
鍵
韓
鯵

家
庭
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
量
は
、

三
○
年
前
の
二
倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

電
化
製
品
の
大
埋
化
、
多
機
能
化
、
家

族
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
「
佃
電
化
」
が

進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で
す
。

消
費
電
力
の
大
き
い
家
電
は
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
照
明
器
具
、
テ
レ
ビ
で
す
。

左
の
表
に
示
し
た
節
電
対
策
を
心
が

け
る
と
、
ト
ー
タ
ル
で
は
大
き
な
節
電

の
効
果
を
得
ら
れ
ま
す
。

節
電
の
基
本
は
、
（
ス
イ
ッ
チ
を
）

消
す
、
切
る
、
（
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
）

抜
く
で
す
。
例
え
ば
ポ
ッ
ト
を
高
温
で

保
温
す
る
場
合
は
冷
蔵
庫
並
み
の
消
費

電
力
と
な
り
ま
す
の
で
、
使
う
た
び
に

わ
か
す
方
が
は
る
か
に
経
済
的
で
す
。

‐

待機時消費電力
●電気製品を使っていない時でも、消費されて
いる電力

待機時消費電力

告

稲、

ま
た
、
冷
房
は
一
気
に
冷
や
さ
ず
、
帰

宅
し
た
な
ら
ま
ず
窓
を
開
け
て
風
を
通

し
ま
し
ょ
う
。
冷
房
の
な
か
っ
た
昔
の

生
活
で
は
、
ま
ず
家
の
中
に
風
の
道
を

作
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
扇
風
機
と

併
用
し
た
り
し
て
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

感
鯵
錯
争
＠
＄
、
●
争
分
谷
爺
癖
齢
鐸
③
⑨
軽
邸
聡
職
韓
韓
騨
轡
翁
⑨
●
ｅ
●
零
＄
伶

待
隣
電
力
は
約
一
割

鋒
職
掌
磯
珍
嘩
ｅ
蟻
、
命
翁
翻
翻
鱒
纈
鋪
謬
翰
鯵
翰
懲
感
鐘
鑑
鰹
翁
穆
零
鐸
醇
専
鯵
轡

約
一
割
を
占
め
る
待
機
時
電
力
も
無

視
で
き
ま
せ
ん
。
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
な
ど

予
約
機
能
で
録
画
や
録
音
を
行
う
機
器

は
、
使
わ
な
い
場
合
で
も
主
電
源
を
切

れ
な
い
よ
う
で
す
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
機
能

や
留
守
番
機
能
の
つ
い
た
電
話
機
も
同

様
で
す
。
一
方
省
エ
ネ
機
能
の
進
歩
は

目
覚
ま
し
く
、
洲
型
テ
レ
ビ
で
比
べ
た

場
合
、
帥
年
五
ワ
ッ
ト
だ
っ
た
待
機
電

力
が
Ⅲ
年
に
は
○
・
一
七
ワ
ッ
ト
と
三

○
分
の
一
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

資
料
提
供
；
・
財
川
法
人
肯
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
川

出所2000年家庭における待機時消費電力調査(財)省エネルギーセンター

調査解析(株)住環境計画研究所
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電
力
危
機
に
よ
っ
て
節
電
や
自
家
発
電
に
関
心
を
寄
せ
る
人
達
が
全
国
的
に
増
え

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
日
本
は
、
世
界
最
大
の
太
暘
電
池
の
生
産
・
消
費
国
で

も
あ
り
ま
す
。
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
太
暘
光
発
電
の
現
状
を
調
べ
ま
し
た
。

今
年
度
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
九
万

韓
翁
⑳
●
●
●
念
診
馨
蟻
鯵
⑤
●
●
●
ｅ
鱒
零
翰
⑳
畿
轡
●
⑥
の
③
③
鯵
翰
⑬
③
●
●

世
界
の
五
割
生
産

円
の
設
置
補
助
金
が
、
最
高
一
○
キ
ロ

鰯
韓
鯵
鯵
零
薄
騨
騨
難
癖
霧
霧
奪
霧
鐙
霧
鋳

繊
畿
鞠
鯵
翰
韓
謬
翰
謬
鯵
鰯
騨
蕊
霧
謬
翰

日
本
企
業
の
太
陽
電
池
の
生
産
量
は
、
ワ
ッ
ト
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
三
キ

昨
年
二
五
四
メ
ガ
ワ
ッ
ト
。
世
界
全
体
ロ
ワ
ッ
ト
の
家
庭
で
あ
れ
ば
、
二
七
万

（
五
二
○
メ
ガ
ワ
ヅ
ト
）
の
四
九
パ
ー
円
に
な
る
計
算
。
今
年
度
は
一
○
五
億

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
円
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
支
給

陽
光
の
電
気
交
換
効
率
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
件
数
は
、
制
度
が
始
ま
っ
た
別
年
度
が

変
換
効
率
）
で
世
界
最
高
水
準
の
一
七
約
五
○
○
件
。
他
年
度
は
約
四
万
件
と

パ
ー
セ
ン
ト
台
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
太
陽

欧
米
が
風
力
発
電
な
ど
他
の
自
然
エ
ネ
電
池
パ
ネ
ル
の
価
格
は
下
が
り
、
一
キ

ル
ギ
ー
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
の
に
対
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
の
平
均
設
置
費
用
は
、

し
、
日
本
で
は
、
場
所
を
取
ら
な
い
太
別
年
度
約
二
○
○
万
円
だ
っ
た
も
の
が

陽
光
発
電
の
利
用
が
進
ん
で
い
る
と
い
Ⅲ
年
度
は
約
七
五
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

え
ま
す
。

職
総
ｅ
ｅ
ｅ
翁
零
鍔
憩
⑳
霞
③
ゆ
母
色
磯
倦
鯵
轟
魯
翰
⑧
⑲
。
⑧
鯵
懲
霧
箪
密
懲
鯵
●

、
０
ノ

号
閉

補
助
総
額
は
一
○
五
億
円
度
詳
部
郡

制

蕊
霧
霧
鯵
慾
鯵
鐘
霧
鵠
韓
謬
鯵
霧
惣
翁
謬
譲
斡
騨
翰
錐
鐵
斡
診
翰
態
嬢
簿
繕
騨
騨
働
翁

助

国
内
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
普
及
３
電
汀

補

町
発
毛

く

を
支
え
て
い
る
の
が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
井
光
舶

業
尾
陽
容

財
団
（
Ｎ
Ｅ
Ｆ
）
の
補
助
制
度
で
す
。
…
．
］
｜
、
52759823

Ｆ
漁
陽
光
発
電
の
普
及
諺
心
Ｌ

住宅用太陽光発電システムの
設置件数と平均価格の推移
~… －， 3 ０

０

㈹
へ
比
上
伽

ｎ
Ｕ
〆
Ｆ
４
Ｊ
１
Ｎ
Ｆ
ｈ
Ｕ

抑
（
万
円

150

、 U

001100

)O0C1 1

叶
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
畔
９
’

５

94

円 )00

年度95 96 97 98 99 00 01

(新エネルギー財団まとめ）

太陽光発電導入促進事業

●申込先

=102-8555 東京都千代田区紀尾井町3番6号

秀和紀尾井町パークビル

財団法人新エネルギー財団太陽光発電部

●問合せ同財団導入促進本部窓03

ー

電
力
不
足
か
ら
節
電
の
重
要
性
が
増

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
支
え
る
技
術

の
一
つ
が
家
電
製
品
の
省
エ
ネ
機
能
で

す
。
（
財
）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
た
調
査
数
値
を
見
る
と
、
近
年
、

製
品
に
付
加
さ
れ
て
い
る
機
能
に
よ
っ

て
、
省
エ
ネ
効
率
が
著
し
く
進
歩
し
て

い
て
、
特
に
待
機
電
力
は
各
機
種
と
も

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
製
品
別
で
は
、
家
庭
消
費
電
力
の

四
割
を
エ
ア
コ
ン
と
、
冷
蔵
庫
が
占
め

ま
す
。
こ
う
し
た
大
口
消
費
家
電
が
省

エ
ネ
の
か
ぎ
を
握
り
ま
す
。

③
＄
③
ｅ
ｅ
総
零
嚇
蝉
総
鰯
懲
律
鯵
鰯
鯵
職
翰
輸
紗
輸
⑤
②
。
⑧
懲
緯
騨
鰯
瀞
⑧
翁
●

断
熱
効
果
が
一
○
倍

翰
戦
鞍
撃
噂
騨
騨
響
蕊
鋤
謬
翰
霧
⑨
翰
騨
驍
籍
駒
騒
驍
篭
懲
噂
鍾
蝋
錫
繍
鐵
翻
争
⑧
鯵

ま
ず
冷
蔵
庫
で
す
が
、
そ
の
進
歩
が

著
し
く
、
内
部
を
真
空
に
し
た
ガ
ラ
ス

繊
維
の
断
熱
材
が
開
発
さ
れ
、
そ
れ
以

前
主
流
だ
っ
た
ウ
レ
タ
ン
断
熱
材
に
比

べ
、
通
す
熱
量
は
一
○
分
の
一
・
従
前

の
真
空
断
熱
材
と
比
べ
て
も
半
分
ほ
ど

し
か
熱
を
通
し
ま
せ
ん
。
四
六
○
リ
ッ

ト
ル
ク
ラ
ス
の
大
型
機
種
の
場
合
、
一

○
年
前
二
万
七
千
円
だ
っ
た
年
間
電
気

代
が
、
最
新
機
種
で
は
５
千
円
以
下
で

済
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
エ
ア
コ
ン
の
省
エ
ネ
に
つ
い

て
も
、
セ
ン
サ
ー
機
能
や
室
外
機
の
羽

の
形
や
枚
数
を
変
え
る
工
夫
で
効
率
を

上
げ
、
こ
こ
数
年
で
、
二
○
か
ら
三
○

パ
ー
セ
ン
ト
向
上
し
て
い
ま
す
。

康謹省
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市
内
に
は
、
花
貫
川
の
水
を
利
用
し

た
三
つ
の
発
電
所
が
あ
り
ま
す
。
国
道

四
六
一
号
線
を
花
貫
ダ
ム
方
而
に
進
み
、

常
磐
自
動
車
道
高
架
橋
を
過
ぎ
る
と
左

側
に
見
え
て
来
る
松
原
発
電
所
、
花
員

ダ
ム
の
下
に
位
置
す
る
花
貫
川
第
一
発

電
所
、
そ
し
て
中
戸
川
地
区
に
あ
る
花

貫
川
第
二
発
電
所
で
す
。

霧
噂
窮
④
ゆ
ゅ
嘩
翰
輪
翰
翁
輔
零
④
鰯
鯵
鰯
鯵
彰
翁
④
翁
、
③
鞠
懲
総
卿
⑬
懲
り
も
癖

現
役
へ
○
年

鯵
齢
診
懲
霧
韓
難
諺
零
嘩
鯵
畿
霧
鍔
鯵
簿
鯵
鰻
騨
鯵
鯵
鯵
醗
零
蝉
噌
響
難
鍵
簿
馨
騨
諺

三
つ
の
発
電
所
を
合
わ
せ
る
と
‘
そ

の
発
電
量
は
常
時
出
力
で
一
、
二
一
○

キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な
り
、
年
間
の
発
電
量

で
は
三
千
世
帯
分
の
電
気
を
ま
か
な
う

計
算
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
発
電
所
は
、
大
正
七
年
か

ら
大
正
一
三
年
に
か
け
て
発
電
が
始
ま

り
ま
し
た
の
で
、
ま
も
な
く
す
べ
て
の

施
設
が
八
○
年
を
超
え
ま
す
が
、
今
で

も
現
役
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
火
力
発
電
所
の
よ
う
に

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭

素
を
排
出
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
よ
う
に
臨
界

事
故
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

花
貫
川
に
か
か
る
こ
の
三
つ
の
発
電

所
は
、
そ
の
規
模
か
ら
し
て
自
然
環
境

に
な
じ
ん
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。
水
蒸

気
や
雨
に
姿
を
変
え
て
循
環
し
て
い
る

水
を
利
用
し
た
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
Ｊ
絢
〆
で
■
作

ク
Ⅱ
Ｊ
シ
エ

水
丘
向
ぷ
ま

ー

Ｆ
ら
い
れ
↑

ネ
化
ギ

口
電
滋

所iボルる

同
施
設
の
屋
上
に
架
設
さ
れ
て
い
る

の
は
、
一
見
す
る
と
太
陽
光
発
電
設
備

の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
同
じ
ソ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
で
も
、
こ
ち
ら
は
「
太
陽
光

集
熱
設
備
」
。
設
置
さ
れ
て
い
る
四
○

台
の
集
熱
器
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
五

リ
ッ
ト
ル
の
水
が
蓄
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
大
妬
℃
ま
で
温
め
ら
れ
、
家
庭
用
浴

槽
の
妬
世
帯
分
に
相
当
す
る
五
千
リ
ッ

ト
ル
が
、
施
設
内
の
「
浴
場
」
に
給
湯

さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
一
翼
を
担
っ

て
い
ま
す
。

集
熱
面
積
一
二
０
，
ｍ

二
パ
ネ
ル
三
㎡
×
四
○
台
）

総太

壹鶴
福十ゞ

祉潅
セの

シビ ■ ‘■

承湿
J泉

鶴
ー
一転
…

…鵠

総
胃薄蝿預＝
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灘辮

¥

、

ノ

ー
地
球
温
暖
化
の

一
影
響
と
は

・
海
面
上
昇

・
異
常
気
象

・
生
態
系
破
壊

〆

な
ど
、

平
均
気
温
の
上
昇
が
引
き
金

と
な
っ
て
起
こ
る

市では平成14年3月に「高萩市地球温暖化対策実行

計画」を策定しました。平成18年度までの5年間に、

温室効果ガスを平成12年度（基準年度）に比べ2%削

減することを目標にしています。 これは、市が実施す

るすべての事務及び事業活動を対象とした地球温暖化

対策です。平成14年度の温室効果ガスの排出量を算出

しましたので報告いたします。

W

■

’

＜調査結果＞種類別ガス排出量(平成14年度の内訳）
＜調査対象＞

’
二酸化炭素換算値(kg) |構成上 ’

ガスの種類 ガス排出室(kgl

2，083，5621

1023

133

しr○／､
しL／○ノ

9952

0 10

020

018

温室効果ガスとは、二酸化炭素、 メタ

ン、一酸化二窒素、ハイドロフルオロカー

ボン、パーフルオロカーボン、六ふっ化

硫黄の6種類のガスです。 これらは主に

電気の使用や燃料の使用によって排出さ

れます。

二酸化炭素

メタン

ー酸化二窒素

恥

２
号
４

562

148

138

731

579

イ
ー
Ｉ
〔
い
Ⅱ

ー

Ｏ
ｎ
Ｕ
Ｑ

'Iｲﾄﾞﾛﾌﾙ加D-ﾎン ’ソu
三一 一ノ

温室効果ガス総排出 二 2093 |0000

<温室効果ガス総排出量の推移＞ ＜用途別電力使用量＞＊事業川電力とは､浄水場の動力や街路灯の照明など

平成12年度(墓華年） 平成13年度

使用用途使用電力室二酸化炭素使用電力三二酸化炭素

(Kwh)排出三(kg) (Kwh)排出三(kg)

E｢舎用電力1 ,873‘919 7195851 823, 114 700､076

削減率 271

平成13年度

271

7195851823114 700076
271

庁舎用電力1

削減率

引‐

平成14年度

使用電力三二酸化炭素使用電力三 二酸化炭素

(Kwh)排出三(kg) (Kwh)排出三(kg)

1 823， 114 700，07617961071 689705

－4 15

1 6730761 642461 ｲ 713637 658037
737 997

3496｡ 19011342537350974411347742

二酸化炭素

排出三(kg)

17961071 689705
－4 15

658037
737 997

０
０
０
０

０
９
８
７

１
０
０
０

２
２
２
２

5983891 6730761 642461 ｲ 713637

13179743496｡ 19011342537350974411347742
1 86 226

598389 658037事業用電力1

削減率

全体 E

削減率

削減率

全体 3

削減率

‐引

例

釦

ワ
Ｏ

（
Ｈ
Ｕ

７
１

原
Ｊ

Ｑ
Ｕ

原
』

１

１

平
成
吃
年
度

平
成
旧
年
度

平
成
脚
年
度

単位： トン）

432223
市役所の平成14年度の温室効果ガ

ス総排出量は2, 093. 5ﾄﾝで、 「高萩

市地球温暖化対策実行計画」の基準

年度である平成12年度( 2, 078ﾄﾝ）

に比べ0． 7％増加し、前年度に比

べても0．4％増加しています。

堅」

温室効果ガスを排出する主な原因は電気を使用することです。電気

使用量の用途別削減率をみると、庁舎用の電力使用呈は4. 15%削減で

きましたが、事業用の電力使用量は9. 97％増加しています。 この結果、

全体としては2. 26％増加しているのが実態です。

地
球
温
暖
化
の
影
響
は
「
子
孫
の
時
代
」

に
出
る
と
い
わ
れ
、
数
十
年
後
に
結
果
が
は

っ
き
り
す
る
性
質
の
も
の
で
す
。
放
置
す
れ

ば
、
平
均
気
温
の
上
昇
が
引
き
金
と
な
り
、

海
面
上
昇
に
よ
っ
て
人
類
の
大
半
が
居
住
し

て
い
る
沿
岸
部
が
水
没
す
る
な
ど
、
深
刻
な

影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

今
後
の
対
策

平
成
一
四
年
度
の
市
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
は
○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま

し
た
．
そ
の
原
因
は
、
主
に
浄
水
場
及
び
道

路
街
路
灯
な
ど
の
事
業
用
の
電
力
量
増
加
で

す
。
こ
の
事
業
用
の
電
気
使
用
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
快
適
に
生
活
す
る
上
で
不
可
欠

な
も
の
で
す
。
今
後
そ
れ
ら
事
業
用
電
力
を

削
減
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
と
し
て
少
し
で
も
増
加
を
抑
え
る
対
策
を

取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
庁
舎
用
の
照
明
・
空
調

設
備
等
の
電
気
使
用
量
及
び
燃
料
の
使
用
量

を
削
減
し
て
、
目
標
達
成
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

子
孫
の
環
境
を
守
る

く市役所の電力便用量(単位:万Kwh)>

■事業用口庁舎用

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
５
０
５
０
５

４
３
３
２
２
１
１

》

》

蹄

蹄

》

銅

》

榊

鍛

帯

》

‐

】

Ｊ

執

…

識
麹
》
」
蕊

投泄

平成12年度平成13年度平成14年度
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善高裁匿 7且雰:嵩
7月26日(土)と27日(日)の2日間にわたり開かれた「高萩まつり｣。

初日は恒例の大和太鼓の響>舅や、思い思いの衣装に身を包んだ流

し踊りの参加団体が通りを練り歩き、友好都市の山形県新庄市や

秋田県西木村からは、交流事業で訪れている子供たちが参加しま

した。 2日目は、威勢のいい掛け声とともに勇壮な神輿が繰り出

すなど、老若男女がそれぞれに祭りを楽しみました。

…夢

自由部門 参加?:.■8団体

トライビクス｢鳴子の会」

石塚子供会

高萩市カラオケ望み会

安良川グリーン会

位
位
位

１
２
３

俸
弟
隼
弟
峠
弟

｢流し踊↓lコンテストの結果」

;･闘瞳豆職§乳黙覚〃≦ Ⅱ罫"ふ患fn""■fJJ伽引魚魚？
トライビクス｢鳴子の会」 （写真下）

正調部門"i， §い" §怠■急;参加;.19団体ij
ー

本町子供会 （写真下）

新庄市

春日町

高萩のぞみ大学軽スポーツクラブ

位
位
位

１
２
３

儘
弟
儘
弟
倍
弟

◎特別賞

「踊り宣言」 をする
なの

(写真左から）福地菜
か

花さん（本町）と朽木

涼さん(同)。

本町子供会

子ども会奨励賞？｣ ？■f蕊…
有明連合子供会

職難繍議
秋田県西木村

ー

鴬…學鶏
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